Miyazaki International College
Course Syllabus


	Course Title ( Credits )
	EDU 323：総合的な学習の時間の指導法(1 credits)

	Course Designation for TC
	教員の免許状取得のための必修科目
【科目】
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
【各科目に含める必要事項】
総合的な学習の時間の指導法

	Content Teacher

	Instructor
	遠藤　宏美（単独）

	E-mail address
	ishakado@edu.miyazaki-mic.ac.jp

	Office/Ext
	1-209

	Office hours
	オフィスのドアに記載されています。

	Language Teacher

	Instructor
	

	E-mail address
	

	Office/Ext
	

	Office hours
	



	Course Description:

	【全体目標】
総合的な学習の時間は、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成を目指す。
各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・実生活の課題を探究する学びを実現するために、指導計画の作成および具体的な指導の仕方、並びに学習活動の評価に関する知識・技能を身に付ける。

総合的な学習の時間は、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成を目指す。
各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から{府目敢して捉え、実社会・実生活の課題を探究する学びを実現するために、指導計画の作成および具体的な指導の仕方、並びに学習活動の評価に関する知識・技能を身に付ける。

	Course Objectives:

	【一般目標】
(1)総合的な学習の時間の意義と原理
総合的な学習の時間の意義や、各学校において目標及び内容を定める際の考え方を理解する。
(2)総合的な学習の時間の指導計画の作成
総合的な学習の時間の指導計画作成の考え方を理解し、その実現のために必要な基礎的な能力を身に付ける。
(3)総合的な学習の時間の指導と評価
総合的な学習の時間の指導と評価の考え方および実践上の留意点を理解する。
【到達目標】
(1)総合的な学習の時間の意義と原理
1)総合的な学習の時間の意義や、各学校において果たす役割について、教科を越えて必要となる資質・能力の育成の視点から理解している。
2)学習指導要領における総合的な学習の時間の目標並びに各学校において目標及び内容を定める際の考え方や留意点を理解している。
(2)総合的な学習の時間の指導計画の作成
1)各教科等との関連性を図りながら総合的な学習の時間の年間指導計画を作成することの重要性と、その具体的な事例を理解している。
2)主体的・対話的で深い学びを実現するような、総合的な学習の時間の単元計画を作成することの重要性とその具体的な事例を理解している。
(3)総合的な学習の時間の指導と評価
1)探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的な手立てを理解している。
2)総合的な学習の時間における児童及び生徒の学習状況に関する評価の方法及びその留意点を理解している。

	Course Schedule

	Day
	Topic
	Content/Activities

	1
	総合的な学習の時間の意義と役割
	・改定の経緯及び基本方針
・総合的な学習の時間改定の趣旨及び要点
（目標(1)-1））

	2
	総合的な学習の時間の目標及び内容
	・総合的な学習の時間の目標
・各学校において定める目標及び内容
（目標(1)-2)）

	3
	総合的な学習の時間の年間指導計画の作成
	・総合的な学習の時間の指導計画の作成と内容の取扱い
・総合的な学習の時間の年間指導計画の作成
（目標(2)-1)）

	4
	総合的な学習の時間の単元計画の作成
	・総合的な学習の時間の単元計画の作成
・総合的な学習の時間の年間指導計画・単元計画の運用
（目標(2)-1),2)）

	5
	総合的な学習の時間の学習指導①
	・総合的な学習の時間の学習指導の基本的な考え方
・探究的な学習の過程における生徒の「主体的・対話的で深い学び」
（目標(3)-1)）

	6
	総合的な学習の時間の学習指導②
	・探究的な学習の指導のポイント
（目標(3)-1)）

	7
	総合的な学習の時間の評価及び体制づくり
	・学習評価の充実、生徒の学習状況の評価、教育課程の評価
・総合的な学習の時間を充実させるための体制づくり
（目標(3)-2)）

	8
	小・中・高等学校の各学校段階における指導の実際
	・小・中・高等学校の各学校段階における指導の実際
・外部との連携による指導の実際（社会に開かれた教育課程の観点から）
（目標(2)-1),2),(3)-1),2)）

	
	期末試験
	

	


	Required Materials:

	テキスト：『中学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編（最新版）』『高等学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編（最新版）』
参考書：『中学校学習指導要領（最新版）』『高等学校学習指導要領（最新版）』
文部科学省『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開』（平成22年）

	Course Policies (Attendance, etc.)

	教職を目指す学生として教員の崇高な使命をよく理解するよう努めることが肝要である 。 授業は欠席や遅刻をすることなく 積極的に参加するように心がけること。 特に、 時間に凡帳面であることと、 日常生活の態度 （ あいさつ、 身なり 、 言葉遣い等） には気をつけること。 教員採用試験に向けて教職教養の勉強をしっかり して力をつけること。


	Class Preparation and Review

	事前・事後学習として週４時間以上行うこと。
事前学習：毎回講義の最後に次回の講義項目を伝えるので、必ず事前にテキストあるいはプリント等の予習をし、不明な点を調べておくこと。
事後指導：講義内容に関するレポートや小テストを課すので、解答して正解を確認した上でファイルしておくこと。

	Grades and Grading Standards

	定期試験70％、レポート30％とし、総合的に評価・判定する。
なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。
・コメントを記載して返却する。
・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。
・答案例を配布する。

	Methods of Feedback:

	レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。
・コメントを記載して返却する。
・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。
・答案例を配布する。

	Diploma Policy Objectives:

	Work completed in this course helps students achieve the following Diploma Policy objective(s):
3. The ability to identify and solve problems 
4. Advanced communicative proficiency in both Japanese and English
[bookmark: _GoBack]

	Notes:

	



